
様式１  

 

履歴書（記載例） 

 

 

 

ふりがな        かがわ たろう 

氏 名    香川 太郎 

生年月日  昭和○○年○○月○○日（○○歳） 性別○ 

本籍地  ○○県 

現住所  〒○○○―○○○○ ○○県  ○○市 ○○町 ○○番地 

連絡先  〒○○○―○○○○ ○○県  ○○市 ○○町 ○○番地 

電話 ○○○（○○）○○○○ ファックス ○○○（○○）○○○○ 

E-メール  ○○○＠○○○ 

 

学歴  平成○○年○○月 ○○県立○○高等学校卒業 

  平成○○年○○月 ○○大学○○学部入学 

  平成○○年○○月 ○○大学○○学部卒業 

  平成○○年○○月 ○○大学大学院○○学研究科○○学専攻修士課程入学 

  平成○○年○○月 ○○大学大学院○○学研究科○○学専攻修士課程修了 

  平成○○年○○月 ○○大学大学院○○学研究科○○学専攻博士後期課程入学 

  平成○○年○○月 ○○大学大学院○○学研究科○○学専攻博士後期課程修了 

 

学位 学士（○○学）○○大学 

修士（○○学）○○大学 

博士（○○学）○○大学 平成○○年○○月取得 

  

職歴  平成○○年○○月○○日 ○○株式会社○○研究所 

    平成○○年○○月○○日 ○○大学○○学部助手 

    平成○○年○○月○○日 ○○専門学校○○講師 

    現在に至る 

 

賞罰  平成○○年○○月○○日 ○○学会○○賞 

 

 

    以上のとおり相違ありません 

 

平成○○年○○月○○日 

 

（署名      印） 

 

                           香 川 太 郎   

 
写真添付 

 

（上半身最近撮

影のもの） 

3.4×4.5 cm 



様式２ 

 

研究業績等目録 

氏名 香川太郎    

 

１． 著書 

書名，編者名，執筆の章など(ある場合)，執筆ページ(○○-××)，年号，出版社名. 

著者名（全員） 

担当部分についての簡単な説明 

※英文の場合、英語で記載 ※別紙記入例参照（自身著者名には下線。著者名の表記（大・小文字

など）と著者名の区切り「，・」は原文どおり） 

 

２． 学術論文 

論文題目，雑誌名(斜体で記載)，巻番号、掲載ページ(○○-××)、年号. ｢査読の有無」 

著者名（全員） 

担当部分についての簡単な説明 

※博士論文も学術論文に含め雑誌名，巻番号、掲載ページの代わりに「博士論文」と記載して下さい。 

※英文の場合、英語で記載 ※印刷中のものについては(in press)と明記 

※別紙記入例参照(論文題目（大・小文字など）は原文どおり。自身著者名には下線。ただし，自身が

コレスポンディングオーサーである場合は二重下線。著者名の表記（大・小文字など）と著者名の区切

り「，・」は原文どおり) 

 

３． 学術講演 

発表題目，学会等要旨名，掲載ページ，開催年月日，開催場所. 

発表者名（全員） 

※英文の場合、英語で記載 ※別紙記入例参照（著書・学術論文に準じた形式で記載） 

 

４． その他（雑誌記事、調査報告等） 

課題名，掲載雑誌・報告書の名称，巻番号，掲載ページ(○○-××)，年号. 

発表者名（全員）※別紙記入例はありませんが，著書・学術論文に準じた形式で記載 

 

５． 所属学会・学会活動等 

学会名，会員種別，役職 （例 日本○○学会，正会員，庶務幹事） 

   

６． 社会的活動 

以上 

記載要領 

１）A４の白紙を縦に使用し横書きで記入してください。 

２）提出資料 目録にかかげた１～４の業績については、すべて資料が必要です。 

 １：当該ページの別刷又コピー ２：別刷又はコピー ３：講演要旨のコピー  ４：別刷

又はコピー 



（記入例） 

１．著書 

１ 実験化学講座，四国次郎編，“○○○○○”の章，150-163，19XX，丸善． 

著者：香川太郎   ←※自身著者名には下線。※氏名とその区切り「，・」は原文どおり 

担当：“○○○○○”の章（項目）を分担執筆 ←※担当部分について簡単に記載 

 

２  Distribution, behavior and load of PCBs in the ocean. PCBs and the  

Environment,143-161, 20XX, CRC Press. 

著者：Taichi Shikoku, Hanako Ikenobe, Taro Kagawa 

担当：データのまとめと考察の大半を担当した。 

 

２．学術論文 

１  生物○○○における計測及び○○○の基礎研究 

日本○○学会誌，3(2)，111-118，19XX. ｢査読有り｣ 

著者：香川太郎，香川一郎  ←※ 自身著者名には下線。※氏名とその区切り「，・」は原文どおり 

担当：計画，実験の大部分のまとめを担当した。 

※ 雑誌名は斜体, Vol(No), page-page, year.の順 ※査読の有無の記載 ※担当部分について簡単に記載 

 

２ アダプティブコントロールによるグロースキャビネットの試作 

日本○○○学会誌，14(4)，131-137，20XX.「査読無し」 

著者：四国太一・香川太郎 

担当：製法の部及び全体のまとめを担当した。 

 

３  Energy, Plants and Ecology       ←※ 論文題目（大・小文字など）は原文どおり 

Canadian Journal of Ecology, 46(2), 12-19, 20XX. (in press) ｢査読有り｣ 

著者：Ichiro Kagawa, Taro Kagawa, Taichi Shikoku 

担当：全般にわたり共著者と共同した。 

※受理済・未刷は（in press）を明記 ※氏名の表記（大・小文字など）は原文どおり 

 

４  Specific Growth Observed in a ○○-Treated Cabbage 

Journal of Agricultural Science, 125 (in press)  ｢査読有り｣ 

著者：T. SHIKOKU and T.KAGAWA  ←※ 自身がコレスポンディングオーサーである場合は二重下線。 

担当：研究の企画，調査及びまとめを担当した。   

 

３．学術講演 

1 ○○における△△△の挙動について，日本○○学会第50回学術講演会要旨集， 

ｐ5，20XX年○月○日〜△日，香川大学農学部. 

発表者：四国太一，香川太郎，池戸花子 

 

2  Energy, Plants and Ecology. XII International IUPAC Symposium, p 83, 20XX 

年○月○日〜△日，Pattaya, Thailand. 

発表者：Shikoku,T.，Ikenobe, H., and Kagawa, T. 


